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１．はじめに 

現在，我が国において，視覚障害者のモビリティ

を向上させるために，音響信号，歩行者ＩＴＳなど

の歩行支援・誘導システムの整備が進められている． 

しかし，それらの利便性を享受している人は極めて

少ないと言われている．それらをさらに有効的に機

能させるためには，視覚障害者の歩行能力や移動情

報に関する学習の過程などの詳細な援助ニーズが必

要であると考えられる．そのため，全盲者だけでな

く視覚障害者の約 7 割を占め，残存視覚を有するロ

ービジョン者も考慮した支援が必要である．しかし，

ロービジョン者の歩行特性はあまり明らかになって

おらず，支援も不十分である．そこで本研究はロー

ビジョン者の視覚要素と歩行の関連性を明らかにす

る事を目的とする． 

２．調査概要 

アンケート調査を用いて，個人属性，視覚要素，

歩行状況，歩行時の問題を調査した．また，晴眼者

にはロービジョン者特有の項目を除いてアンケート

を実施した．調査概要を表－1 で示す． 

表－1 調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アンケート結果 

３－１．夜間歩行 

一人歩きは夜間において，より困難になる結果と

なった（図－1）．また白杖の使用も夜間において，

より使用度の高い形態に移行している．その事より，

夜間歩行における危険の増加が考えられる．後述の

因子分析での第 1 因子の影響によると思われる． 

 

 

 

 

 

 

図－1 一人歩きが可能な状況 

３－２．歩行時の問題  

「上り階段で転倒」「歩道の障害物に接触」などの

歩行時の問題は，経験を「ない」「なりかけた事があ

る」「数回ある」「よくある」の 4 段階で調査した．

質問項目は 11 項目を昼夜に分け，「ホームから転落」

を合わせた 23 項目実施した．晴眼者との比較におい

て 20 項目でχ２検定より差異が認められた（表－2）．

その事より，ロービジョン者の歩行の困難性が見ら

れる． 

表－2 晴眼者との比較，検定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表中の項目番号は以降同様に表記） 

Keisuke SAITO, Takao YANAGIHARA, Hiroshi KITAGAWA, Akihiro MIHOSHI 

昼 夜

① 上り階段で転倒 * **

② 横断歩道の段差で転倒 ** **

③ 下り階段から転落 ** **

④ 歩道の障害物と接触 ** **

⑤ 排水溝に転落 ** **

⑥ 人や自転車と接触 ** **

⑦ 駐輪車両と接触 ** **

⑧ 車道に転落 ** **

⑨ 交差点で車道に出ている - *

⑩ 信号交差点で車道に出ている - **

⑪ 車やバイクと接触 † -

⑫ ホームから転落 *
**  1％有意  　　*  5％有意 　　†  10％有意

ロービジョン者 晴眼者

調査時期 平成18年10月22日～
平成19年2月21日

平成18年10月24日～
12月6日

ヒアリング調査
メールで送信

郵送配布，回収
回収数 103部 ７９部

平均年齢 52.7歳±13.7 48.2歳±17.3

性別 男50.5％　女47.6％
不明1.9％

男51.9％　女48.1％

身体障害者
手帳等級

１級25.2％　２級52.4％
３級7.8％　４級2.9％
５級2.9％　６級1.0％

なし7.8％

-

網膜色素変性症52.5％
白内障　　13.9％
緑内障　　　8.2％

黄班部変性症　5.7％
網膜剥離　　4.1％

視神経萎縮　　3.3％
その他　　　12.3％

原因疾患
（複数回答

可）
-

調査方法 直接配布，回収

58.0%

25.3%

19.0%

18.2% 33.3%

19.0%

23.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昼

夜

初めての道でも歩ける 何度か歩行訓練すれば

かなり慣れた道のみ どんな場合でも困難

n=100

n=99

χ2値　30.283　　自由度　3　　**　ｐ＜0.01
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同様の項目において，ロービジョン者の回答のみ

で因子分析を行った．因子回転にはプロマックス回

転を用いた．結果を表－3 で示す． 

第 1 因子 障害物との接触経験（主に夜間） 

第 2 因子 交差点でのはみ出し経験 

第 3 因子 段差でのつまずき経験 

が抽出された．これらの因子がロービジョン者の

歩行に影響していると考えられる． 

表－3 因子分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ロービジョン者の視覚要素と歩行の関連性 

視覚要素の分類は，視力を「0.01 未満」「0.1 未満」

「1.0 未満」「1.5 未満」「1.5 以上」，視野の欠損部分

を「周辺欠損」「中心欠損」「その他欠損」，コントラ

ストは「色の判断にコントラストがないと分からな

い」を是非で調査した．また，歩行時の問題は昼夜

で検定を行った結果，差異が見られなかったため，

今回は昼間の回答を使用した．それら視覚要素と歩

行時の問題でχ2 検定を用いて比較，検証した． 

検定の結果より，歩行時の問題に有意な差が生じ

ている視覚要素は「視野」，次いで「コントラスト」

であった（表－4）．視野が欠損し，周囲から取得す

る情報が減少する事で，対象を発見する事ができず

歩行に問題が生じると考えられる．特に周辺部分の

視野が欠損する事で問題の発生頻度が高くなる．そ

の事から周辺の認識が歩行に，より大きく影響する

と考えられる．また，コントラスト感度が歩行に影

響している事から，周囲の背景と対象でコントラス

トがないと，発見が困難になり，問題が生じると考

えられる．「視力」も前述の２項目に比べると有意な

差が生じた項目は少ないが歩行に影響しており，歩

行に影響する視覚要素の一つであると考えられる． 

視覚機能の低下が大きく影響する項目は「歩道の

障害物（看板，街路樹など）と接触」「人や自転車と

接触」「駐輪車両と接触」であった．これら 3 つの状

況は因子分析より抽出された第 1 因子と同様である

事から，ロービジョン者の歩行に強く影響する状況

であると考えられる． 

表－4 視覚要素と歩行の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

本研究では，ロービジョン者の歩行と視覚要素を

調査することで，以下の内容が明らかになった． 

1） 夜間歩行の困難性 

2） 昼夜問わず晴眼者に比べ歩行が困難 

3） 歩行に強く影響する視覚要素は「視野」「コン

トラスト感度」 

4） 歩行が困難となる要因は「障害物」や「人」と

の接触 

それらの事から，問題が起こる対象を事前に認識

可能にする表示や案内の設置，また，対象を明確に

判断できるようにコントラストを付与することで，

安全に歩行できると考えられる．また周囲の人が起

因して問題も発生しており，周囲の人の配慮も必要

であると思われる． 
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有無 周辺
①
②
③ † †
④ ** * **
⑤
⑥ ** † *
⑦ * * ** *
⑧
⑨ †
⑩
⑪
⑫

項目 視力 コントラスト感度
視野欠損

**  1％有意  　　*  5％有意 　　†  10％有意

第1因子 第2因子 第3因子
昼 -0.138 0.231 0.489
夜 0.053 0.022 0.642
昼 -0.206 -0.132 0.852
夜 0.000 -0.265 0.867
昼 0.176 0.051 0.513
夜 0.196 0.098 0.588
昼 0.616 0.152 0.017
夜 0.868 -0.085 0.005
昼 -0.025 0.480 0.347
夜 0.215 0.193 0.362
昼 0.626 0.111 0.024
夜 0.886 -0.204 0.009
昼 0.532 0.277 -0.058
夜 0.887 -0.082 -0.052
昼 -0.038 0.427 0.270
夜 0.055 0.312 0.321
昼 -0.220 0.919 -0.097
夜 0.179 0.668 -0.195
昼 -0.146 0.781 0.018
夜 0.172 0.591 -0.067
昼 0.192 0.356 0.043
夜 0.269 0.334 0.029

0.213 -0.013 -0.033

1 2 3
1.000 0.499 0.439
- 1.000 0.392
- - 1.0003

因子
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